
31 季刊  　　 　　　　　　Vol.17 30季刊  　　 　　　　　　Vol.17

つくるときも使うときもエコ
ZAM®の適用範囲が広がっています

日本製鉄の高耐食めっき鋼板ZAM®（ザム）が脱炭素型外装システムの素材に採用され、
ビルの熱負荷を約65％低減し、空調利用などに伴う温暖化ガス排出量の削減に貢献しています。
今号ではSDGs（持続可能な開発目標）目標7「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」と、
同11「住み続けられるまちづくりを」をテーマに、ZAMを紹介します。

日本製鉄グループの日本製鉄グループのSDGsSDGs

ZAM®製の鍋形パーツ

ビルの熱負荷を約65％低減し、ビルの熱負荷を約65％低減し、
温暖化ガス排出量の削減に貢献温暖化ガス排出量の削減に貢献
高耐食めっき鋼板高耐食めっき鋼板ZAMZAM®®
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献
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追
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ZAMは高耐食性能で長時間の使用に耐え、また素材製造
時のCO2排出量が他素材に比べて低いことからエンビロー
プに採用されました。建物を使用するお客様が運用時におけ
るCO2排出量の低減（Scope1・2）に取り組んでいるにもか
かわらず、素材製造時でのCO2排出量（Scope3）が高くなる
のは本末転倒です。このような観点から今回、脱炭素型外装
システムの素材には、アルミニウム等よりも鉄（ZAM）のほ
うが適していると評価していただきました。
　日本国内のCO2排出量の14％は鉄鋼業が占めていますが、
たとえ日本製鉄がゼロカーボンを達成しても、カーボンニュー
トラル社会は実現しません。例えば、素材を加工するお客様
が焼付塗装を行っていると、その熱源として都市ガスや重油
を焚くことになり、CO2が排出されてしまいます。ZAMは
耐食性に優れているため、焼付塗装が不要。つくるときのエコ、
使うときのエコで、CO2削減に貢献できる素材なのです。
　今回の実績によって、ZAMの適用範囲がさらに広がりま
した。今後もお客様の多様なニーズにお応えできるよう、
新たな分野での適用開拓に力を入れていきます。

日本製鉄（株） 薄板事業部 
薄板営業部 薄板第一室

松田 修二 上席主幹
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め
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（
株
）日
建
設
計
と
瀬
尾
製
作
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共
同
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開
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し
た
脱
炭
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装
シ
ス
テ
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さ
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ン
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は
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、
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光
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。
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％
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そ
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調
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Ｏ
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っ
き
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さ
れ
る
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ル
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と
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グ
ネ
シ
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の
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果
に
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り
、
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間
の
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と
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高
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系
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す
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の
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滑
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、

底面をすべて開いた｢満月タイプ｣（左）と、7割近くを抜いた｢三日月タイプ｣（右）を適材適所に使い分けることで、
木陰を連想させる均質ではない光の空間をつくり出します。

画像提供：（株）日建設計

神保町SFⅠビル（東京都千代田区） 画像提供：（株）日建設計

画像提供：（株）日建設計サーモグラフィ画像（南からの全景）

東向きのビル全面を鍋形パーツの外皮で包み、日射を遮ることで、
東側の表面温度が10℃ほど低いことを示しています。


